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本日の講演の趣旨

➢ エネルギーベストミックスを考えるにあたっては、

「当面の非化石電源比率目標44%達成（2030年）のために、
再エネ（特に自然変動電源）と原発が電力系統において、どの
ように共存するか」

が最も重要な論点と思慮
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➢ そこで、再エネ導入と原発再稼働、双方が進んでいる九州電力
管内の実データ（ただし2017fy）から、今後考えるべき論点を
明らかにしたい

➢ この議論は観念的になりがちだが、この場では理論/データに
基づいた現実的な議論をすべきと（勝手に）思慮



（参考：経済産業書資料より）



＜非化石電源比率＞

2030年目標→44％
2017fy→29.5%
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＜性質別比率＞

ベース:19.9%
ミドル：70.7%
自然変動：9.4%



＜非化石電源内訳＞

（原子力：13.9%）

（太陽光：8.9%）

（水力：5.0%）

（地熱：1.1%）

（風力：0.5%）

（バイオマス：0.2%）
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5/8 0:00
最小需要6453MWh

8/1  14:00
最大需要15,854MWh

平均10,034MWh

標準偏差: 1804mwh

11~１月にかけて需要回復
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九州電力管内総需要（2017fy）



ベース（原子力・水力・地熱）ミドル：火力・バイオマス

VRE (太陽光・風力)

下げ調整力（揚水・連携線）

MWh

VRE、ミドル、ベース、調整力の時間ごと電源構成
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原子力

水力

地熱

ベース電源の時間毎電源構成
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稼働中
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揚水

→再エネの出力変動の影響を緩和

連携線
→余剰消費は関西圏だより
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調整力事情



供給
超過

非化石電源44％想定ケース（原発ー太陽光ー風力）1.5倍、（水力ー地熱）現状維持
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電力需要が少ない時期は原発の稼働水準
で余剰電力量に大きな差が出る



現状まとめと論点

・VREは発電量が自然現象に依存する（当然）

・原子力発電は動的出力調整が困難

・需給調整は揚水、連携線利用、火力に依存

現状の延長戦で考えるべき論点は以下のようなものか、、、

Q１：揚水の調整力は「原発が利用する？、再エネが利用する？」

Q２：原発は通年稼働する？
再エネの出力制御に配慮して、秋、春の利用率を下げる？

Q３：現在都市部に頼ってる余剰電力吸収のための調整力（連携線
利用）をどのようにブロック内で生み出すか？ 13


